
東海防衛支局

夏号の主な内容

♦ 伊勢湾掃海訓練

♦ 周辺対策事業の紹介（ 岐南町 ）

♦ 愛三岐の街から（ 豊川市 ）

♦ 東海３県の防衛生産・技術基盤（ 地対空誘導弾ペトリオット ）

♦ 住宅防音事業に関するお知らせ

♦ 職員採用試験の御案内

２０２１
令和３年

夏東 海 防 衛 だ よ り

愛知・岐阜・三重３県の防衛広報誌

伊勢湾掃海訓練



伊
勢
湾
掃
海
訓
練

自衛隊の活動

日米共同訓練

２０２１年（令和３年）夏号 ２

海
上
自
衛
隊
は
、
現
在
、
伊
勢
湾

を
含
め
全
国
４
個
所
で
掃
海
訓
練
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
伊
勢
湾
で
の

掃
海
訓
練
は
、
年
度
を
締
め
く
く
る

総
括
的
な
も
の
と
し
て
、
よ
り
実
戦

的
な
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
海
上

自
衛
隊
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な

訓
練
で
す
。

ま
た
、
訓
練
の
間
は
、
伊
勢
湾
周

辺
の
漁
業
者
の
皆
様
の
操
業
制
限
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
訓
練

は
、
愛
知
県
、
三
重
県
各
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
や
訓
練
設
定
海
面
に
近

い
地
元
の
各
漁
業
協
同
組
合
の
皆
様

方
の
ご
協
力
の
下
に
成
り
立
っ
て
お

り
ま
す
。

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態

宣
言
下
で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
か
ら

集
結
し
た
部
隊
は
、
感
染
症
対
策
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
例
年
寄
港
さ

せ
て
頂
い
て
い
た
四
日
市
港
及
び
松

阪
港
に
寄
港
す
る
こ
と
な
く
、
訓
練

海
面
に
集
結
し
、
訓
練
終
了
後
、
そ

の
ま
ま
解
散
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
伊
勢
湾
に
お
け
る
訓

練
の
必
要
性
、
重
要
性
に
対
す
る
地

元
の
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
伊
勢
湾
で
の
掃
海
訓

練
を
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
掃
海
艇
や
掃
海
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
、
機
雷
の
除
去
・
処

分
や
敷
設
を
行
う
能
力
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
日
本
沿
岸
の
海
域
で
訓
練
に

適
し
た
地
域
に
お
い
て
毎
年
度
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
伊
勢
湾
で
の

掃
海
訓
練
は
、
平
成
22
年
度
以
降
10

回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
10

日
ま
で
の
間
、
伊

勢
湾
の
松
阪
港
沖
約
13

㎞
に
設
定
さ
れ
た
訓
練
海

面
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
掃
海
隊
群
に
所
属
す

る
全
国
の
掃
海
部
隊
か
ら
掃
海
母
艦
「
う
ら
が
」

及
び
「
ぶ
ん
ご
」
を
含
む
艦
艇
15

隻
、
航
空
機
１

機
、
米
海
軍
か
ら
水
中
処
分
員
約
10

名
が
参
加
し
、

日
米
共
同
で
の
掃
海
訓
練
（
機
雷
戦
訓
練
）
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

掃海艇「ちちじま」（手前）と掃海母艦「ぶんご」

模擬機雷処理訓練に向かう日米水中処分員（左が自衛隊員）



防
衛
施
設
周
辺
対
策
事
業
と
は
、
自
衛

隊
等
の
行
為
又
は
防
衛
施
設
の
設
置
若
し

く
は
運
用
に
よ
り
生
ず
る
障
害
を
防
止
又

は
軽
減
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

岐
南
町
立

岐
南
中
学
校

（
機
能
復
旧
工
事
）

防 衛 施 設

周辺対策事業

岐阜飛行場

周辺

岐
南
中
学
校
の
先
生
の
声

防
音
サ
ッ
シ
及
び
冷
暖
房
機
器
の
取
り
替

え
工
事
を
行
っ
た
こ
と
で
、
快
適
な
環
境
の

中
、
生
徒
達
が
集
中
し
て
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２０２１年（令和３年）夏号

防
衛
省
で
は
、
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活

環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
、
航
空
機
騒
音
を

防
止
又
は
軽
減
す
る
た
め
に
行
う
学
校
な

ど
の
防
音
工
事
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

防
音
工
事
後
15

年
以
上
経
過
し
た
施
設

の
う
ち
、
工
事
の
際
に
設
置
し
た
金
属
製

機
密
建
具
（
防
音
サ
ッ
シ
）
や
空
気
調
和

設
備
（
冷
暖
房
機
器
類
）
の
機
能
が
著
し

く
低
下
し
た
施
設
に
お
い
て
、
そ
の
取
り

替
え
工
事
を
行
う
場
合
も
、
機
能
復
旧
工

事
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

岐
南
町
立
「
岐
南
中
学
校
」
は
平
成
２

～
３
年
度
に
防
音
工
事
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
工
事
後
の
年
数
経
過
に
よ
り
、
防
音

サ
ッ
シ
の
劣
化
や
金
具
類
の
破
損
、
ま
た

冷
暖
房
機
器
の
能
力
の
低
下
や
修
理
・
修

繕
が
顕
著
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平

成
30
年
度
～
令
和
元
年
度
に
か
け
て
防
音

サ
ッ
シ
の
取
り
替
え
工
事
、
令
和
元
～
２

年
度
に
か
け
て
冷
暖
房
機
器
の
取
り
替
え

工
事
を
実
施
し
、
防
音
サ
ッ
シ
の
取
り
替

え
工
事
に
は
約
１
億
２
千
万
円
、
冷
暖
房

機
器
の
取
り
替
え
工
事
に
は
約
１
億
６
千

万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

岐南町立 岐南中学校（施設外観）

開閉困難な引き寄せハンドル（工事前） サッシ取り替え後の引き寄せハンドル（工事後）

冷暖房機取り替え前の普通教室（工事前） 冷暖房機取り替え後の普通教室（工事後）

３



【
自
衛
隊
と
の
関
わ
り
】

と
よ
か
わ

「
愛
三
岐
の
街
か
ら
」

愛
知
県

豊
川
市

愛
知
県
南
東
部
に
位
置
す
る
豊
川

市
は
、
高
速
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
交

通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
、
日
本
一
の

出
荷
量
を
誇
る
バ
ラ
や
大
葉
な
ど
の

施
設
園
芸
が
盛
ん
な
農
業
、
穂
ノ
原

工
業
団
地
な
ど
数
多
く
の
優
良
な
企

業
が
操
業
す
る
工
業
、
中
心
市
街
地

に
お
け
る
魅
力
あ
る
商
業
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
に
は
由
緒
あ
る
神
社

仏
閣
が
多
数
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、
日
本
三
大
稲
荷
の
一

つ
で
あ
る
豊
川
稲
荷
は
「
お
い
な
り

さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
正
月
三
が
日

に
は
１
５
０
万
人
を
超
え
る
初
詣
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
戦
争

遺
跡
を
保
存
整
備
し
た
「
豊
川
海
軍

竹本幸夫 豊川市長

豊川稲荷

整備を進める名鉄八幡駅周辺地区

豊川海軍工廠平和公園

め
、
『
元
気
な
と
よ
か
わ

子
育
て

に
や
さ
し
く

人
が
集
う
ま
ち
』
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
雇
用
創
出
に
よ
る
人

口
増
加
策
を
最
重
要
施
策
に
位
置
付

け
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
進
出
が
予
定

さ
れ
て
い
る
名
鉄
八
幡
駅
周
辺
地
区

に
お
い
て
は
重
点
的
に
渋
滞
緩
和
対

策
な
ど
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
１
歳
の
誕
生
日
に
子

育
て
応
援
金
３
万
円
の
支
給
や
保
育

園
や
幼
稚
園
に
通
う
児
童
の
給
食
費

を
減
額
す
る
な
ど
、
子
育
て
世
代
を

全
力
で
応
援
す
る
「
日
本
一
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

今
後
も
、
豊
川
市
が
多
く
の
方
か

ら
選
ば
れ
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
暮
ら
し
や
す
さ
と
ま
ち
の
魅
力

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

２０２１年（令和３年）夏号

【

元
気
な
と
よ
か
わ

子
育
て

に
や
さ
し
く

人
が
集
う
ま
ち

】

昨
年
創
立
70

周
年
を
迎
え
ら
れ
た

陸
上
自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地
は
、
こ
れ

ま
で
台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に

多
く
の
隊
員
を
派
遣
さ
れ
て
き
た
と

と
も
に
、
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
な

ど
の
国
際
平
和
協
力
活
動
に
も
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
活

動
に
お
い
て
は
、
文
化
行
事
へ
の
積

極
的
な
参
加
だ
け
で
な
く
、
住
民
に

と
っ
て
開
か
れ
た
駐
屯
地
に
す
る
た

め
に
、
駐
屯
地
見
学
を
始
め
と
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

住
民
に
と
っ
て
身
近
で
心
強
い
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
も
、
総
合
防
災
訓
練

や
水
防
訓
練
、
災
害
対
策
本
部
設
置

運
営
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
自
衛
隊

と
の
緊
密
な
連
携
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

工
廠
平
和
公
園
」
を
平
成
30

年
に
開

園
す
る
な
ど
、
歴
史
と
伝
統
に
彩
ら

れ
た
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
豊
川
高
校
、
豊
川
工
業

（
現
：
豊
川
工
科
）
高
校
の
全
国
高

校
駅
伝
で
の
活
躍
な
ど
に
よ
り
「
駅

伝
の
ま
ち
・
と
よ
か
わ
」
と
し
て
全

国
に
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
や
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
市
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
参
加
し
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
は
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
都
市
の
形
成
を
進
め
る
た

４



新
た
な
防
衛
計
画
の
大
綱
の
策
定
と
こ
れ
を
支
え
る

東
海
三
県
の
防
衛
生
産
・
技
術
基
盤
（
そ
の
五
）

地
対
空
誘
導
弾
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト

防衛装備品

調達事務

５ ２０２１年（令和３年）夏号

東海地区において最新のPAC－3MSEを製造

日本の弾道ミサイル防衛におけるペトリオットの役割

弾道ミサイル防衛の基本的考え方は、イージス艦による上層での迎撃と地対空
誘導弾ペトリオットPAC-3（以下「PAC-3」という。）による下層での迎撃を、
自動警戒管制システム(JADGE)により連携させて効果的に行う多層防衛を基本と
しています。
日本に向けて弾道ミサイルが発射された場合(図中1)、警戒管制レーダー(同2)

が得た情報をJADGE により連携(同3)します。イージス艦は弾道ミサイルが大気
圏外を飛行している段階(ミッドコース段階)で迎撃する(同４)一方で、PAC-3は
大気圏に再突入した後の段階(ターミナル段階) (同５)で迎撃します。

PAC-3は、米国のレイセオン社及びロッキ
ードマーチン社が開発、ミサイル本体、レーダ
ー装置、射撃管制装置、発射機等で構成され、
航空自衛隊への導入決定に伴い、日本では三菱
重工業㈱を主契約者として名古屋誘導推進シス
テム製作所(小牧市）において製造しています。
従来のPAC-3では高高度から飛来する弾道

ミサイルへの対応が可能であったものの、更に
超低高度から進入してくる巡航ミサイルへの対
応、より広い範囲を防護するための長射程化が
望まれていました。これに対処するため、令和
元(2019)年度よりPAC-3MSE(Missile 
Segment Enhancement)が導入され、ミサ
イル本体の大型化等により、従前のPAC-3と 同時対処能力の向上のイメージ（「防衛白書」より）

ターミナル段階

ブースト段階

ミッドコース段階

弾道ミサイル迎撃のイメージ(「防衛白書」より)

比べおおむね２倍以上に防護範囲(面積)が拡大す
るなど能力向上を実現しています。
東海防衛支局では、前述の製作所に誘導武器の

品質管理に精通した検査官を常駐させ、厳格な監
督・検査業務を実施しております。我々は重要な
装備品が高い品質で自衛隊に納入され、日本の安
全に貢献できることに誇りを持ち職務に邁進して
います。

わが国は、平成16(2004)年度から、弾道ミサイル攻撃などへの対応に万全を
期すため、弾道ミサイル防衛(BMD)システムを整備しています。

PAC-3MSE(写真は同型機材）
（「我が国の防衛と予算」より）

高
度

距離

ミッドコース段階

ターミナル段階

ブースト段階

イージス艦による
上層迎撃

警戒管制レーダー

PAC-3による
下層迎撃

JADGEによる
連携



岐阜飛行場周辺の住宅防音事業に関するお知らせ

東海防衛支局ホームページ：「外郭防音工事について(お知らせ）」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/oshirase/5-bouon/jyuutaku-bouon/gaikaku-bouon.pdf

２０２１年（令和３年）夏号 ６

住宅防音事業の事務手続における
押印見直し及び一部オンライン化について

１ 押印見直し
住宅防音事業の補助金交付に係る事務手続においては、令和３年度から押印を省略するこ

と、また、印鑑証明書の代わりに運転免許証、健康保険証等の写しを提出していただくこと
となりました。

２ 一部オンライン化
皆様からのご希望があれば、希望届や事務手続の一部について、電子メールでやり取りす

ることが可能（ただし、希望届の提出以外の手続については、スキャナーが必要）となりま
した。

詳細は東海防衛支局ホームページをご覧いただくか、下記までお問合せ下さい。

東海防衛支局ホームページ：「住宅防音事業の事務手続における押印見直し及び一部オンライン化について」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/oshirase/5-bouon/jyuutaku-bouon/ouin-onlain.pdf

全国における住宅防音工事の実施状況等を踏まえ、令和３年度から外郭防音工事の対象範囲
を追加することとなりました。

１ ８５W以上の区域
全ての居室の防音工事を実施した住宅において、各防音工事が完了した日から１０年以上

が経過している場合であって、原則として、防音建具機能復旧工事に併せて外郭防音工事を
実施する場合

２ ７５W以上８５W未満の区域
原則として、一挙防音工事、新規防音工事又は追加防音工事と外郭防音工事を実施した住

戸が混在しているRC集合住宅であって、単板プレスドアのように芯材を使用していない玄
関建具が設置されている住戸において、外郭防音工事を実施する場合

対象となる住宅など、詳細は東海防衛支局ホームページをご覧いただくか、下記までお問合
せ下さい。

※外郭防音工事：世帯人員にかかわらず、原則として、家屋全体を一つの区画とし、その外郭
について実施する防音工事

外郭防音工事について

お問合せ先：東海防衛支局防音対策課住宅防音係 052-952-8226



２０２１年（令和３年）夏号７

昨年４月に入省し、恐ろしい早さで１年が経っ
ていきました。私が所属する周辺環境整備課では、
防衛施設が周辺地域に及ぼす影響を緩和するために
自治体が行う無線放送施設や消防施設、学習等供用
施設などの整備に補助金を助成する業務を行ってい
ます。まだまだ分からないことも多いですが、上司
や先輩方は気軽に聞けて解り易く教えてくれますの
で、安心して業務に取り組んでいます。２年目は、
１年目の経験を活かし、物事の流れを捉えながら業
務を効率的にこなしていきたいです。

私は昨年4月に採用され、現在は施設企画課に所
属しています。施設企画課では、政策広報や交付金
事業を始めとした地方公共団体及び自衛隊の部隊な
どとの連絡・調整業務を行っています。これらの業
務が滞ると、部隊の任務遂行に影響を及ぼしかねな
いので責任もありますが、問題なく終えた際の達成
感は格別です。まだ分からないことも多くあり、試
行錯誤を繰り返す毎日ですが、2年目は1年目の経
験・反省を糧に、業務に励んでいきたいです。

採用１年後の職員の感想

２０２１年度防衛省職員採用の御案内

東海防衛支局ホームページ
「採用情報」
https://www.mod.go.jp/rdb/toukai/saiyou/saiyou.html

人事院ホームページ
「国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ」
https://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.html

東海防衛支局では、国家公務員採用一般職試験（大卒・高卒程度）各合格者から事務職を専門とする
職員を毎年採用しています。
本年度についても令和４年度採用に向け、下記に記載する採用活動を行う予定ですので、当支局又は

人事院ＨＰからご確認の上、ぜひご検討ください。

東海防衛支局は、人事院が実施する国家公務員採用一般職試験の合格者から職員を採用しています。

【業務概要】
・事務官として、総務・人事・会計業務の他、地方公共団体や地域住民の方々の理解と協力を得るため
の活動や防衛施設周辺にお住いの地域住民の方の生活や福祉の向上を図る業務等に従事します。

【大卒程度採用イベント】
・６月末～７月上旬：業務説明会／現場説明会／職員との懇談会
・７月～８月：官庁訪問
・８月中旬（人事院試験最終合格発表後）：採用面接

【高卒程度採用イベント】
・１０月中旬：業務説明会／職員との懇談会
・１１月中旬（人事院試験最終合格発表後）：採用面接

※上記イベントは今後計画の都度、当支局ＨＰ等に掲載します。
また、開催にあたっては東海北陸エリアに所在する防衛省各採用機関

（陸上自衛隊、航空自衛隊）も参加する予定ですので、入省先に悩んで
いる方や東海防衛支局以外に興味がある方もぜひご検討ください。

若手職員との懇談会

業務説明会
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周辺財産（移転補償跡地）の有償使用のご案内

航空自衛隊岐阜基地（岐阜飛行場／各務原市）周辺の防衛省

所有の土地について、有償による貸付（使用許可）を行ってお

ります。

駐車場や物置、畑などの利用や、プレハブなど簡易な建物

（住居としては使用できません。）も設置することができます。

対象となる土地や利用の流れなど、詳細は東海防衛支局のホ

ームページをご覧いただくか、下記までお気軽にお問合せ下さい。

東海防衛支局ホームページ：「周辺財産（移転補償跡地）の個人・企業等に対する有償使用許可のご案内」

https://www.mod.go.jp/rdb/tokai/oshirase/R2siyoukyokagoannai.pdf

お問合せ先：東海防衛支局施設補償管理課 052-952-8224

駐車場利用のイメージ

自衛隊地方協力本部からのお知らせ

地方協力本部（地本）は、各都道府県にある自衛隊の総合窓口です。

自 衛 官 等 募 集 案 内

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 合格発表

自衛官候補生
１８歳以上

３３歳未満の者
年間を通じて行って
います。

受付時にお知らせし
ます。

合格発表は試験時に
お知らせします。

愛 知 地 方 協 力 本 部

(電話)０５２－３３１－６２６６

https://www.mod.go.jp/pco/aichi/

岐 阜 地 方 協 力 本 部

(電話)０５８－２３２－３１２７

https://www.mod.go.jp/pco/gifu/

三 重 地 方 協 力 本 部

(電話)０５９－２２５－０５３１
https://www.mod.go.jp/pco/mie/

●「自衛隊 広報ルーム」（名古屋市中村区椿町21-2 第3太閤ﾋﾞﾙ1階）

自衛隊の写真パネルや模型、実物大の装備品などを展示している楽し

いスポットです。自衛隊グッズがゲットできるイベントＤＡＹもありま

すので、ぜひ遊びに来て下さい！

● 自衛隊広報センター「自衛館」（岐阜市神田町9-4）

自衛隊のパネルや「親子プラモデル教室」で作成されたプラモデル、

装備品の模型などを展示している楽しいスポットです。ぜひ遊びに来て

ください♪

● 各種イベントや自衛隊に関する情報を紹介！

各種ＳＮＳ（Twitter、Facebook、Instagram）も随時更新中！

詳しくは、ホームページでお待ちしています。

新着任者紹介

令和３年３月１５日付で東海防衛支局次長を拝命した長濱です。

当支局が管轄する東海３県には、多くの防衛施設や防衛生産・技術基盤が所在

しています。

我が国を取り巻く安全保障環境が厳しさを増す中、特に自衛隊の活動に必要な

装備品の開発、生産等において、この地域の重要性はますます大きくなっていま

す。

今後とも、地域の皆様の御理解と御協力をいただけるよう、微力ながら尽力す

る所存ですので、よろしくお願い申し上げます。

次 長（装備）

１等陸佐 長濱 貴志

令和３年３月１５日


